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＜連絡事項＞
・勤務表出ています。各自WIZスケジュール登録して下さい。
・本日:17:15～特別法人研修あります。ビデオ研修:7/19(金)各自参加して下さい。
＜患者様連絡事項＞
・越後　京子様～13時に退院となっています。
・倉橋　生子様～13：30西病棟より、北病棟303号室へ転入となっています。
・松谷　和也様～スタッフ付き添いでお金を下ろしに郵便局へ行きます。
・千葉　光広様、松谷　和也様～7/15スタッフ付き添いで、ホーマックへマットレス購入のため外出となります。松谷　和也様は衣類も購入予定です。
・高橋　伸治様～明日、成年後見人の方が1万円持って来る予定です。
 

・西舘　力哉様～ハロマンス50㎎　筋肉注射、右臀部実施予定です。冷蔵庫にありますので忘れずに実施して下さい。
・中川原　義雄様～買い物スタッフ付き添いから、院内売店(月曜日)へ変更となります。
・鎌田　慶一郎様～9時に青山荘より帰院されています。

＜要注目患者様＞
・松川　順子様～起床後、バイタル表に、排泄回数を記録する際に、手が止まった状態が続いています。食事摂取状況は変わらず、食べ終えてもどんぶりをかき込む様子見られているため、見守りしています。本日朝に来詰しては「私、薬飲みました？」と何度も来られ、次は昼食後に服用する事を説明するも、その後も何度となく同様の訴え確認行為聞かれています。水分補給できていないため、水分摂取すすめていきましょう。
・小笠原　美千代様～日中の眠気は徐々に軽減しており、日課やプログラムの声掛けに起
きて行動出来ています。日課、プログラム問題なく取り組めていま
す。流延も続いています。
・内田　都影様～午前中にワーカーを呼んで欲しい、バス券欲しいと何度も訴えて来てい
ます。最近、財布を自己管理したい、単独外出したいなどの訴えがあるため、言動や行動に注意していきましょう。
・松永　勘五郎様～午前中身辺整理後、自らノートを持って来られ金銭管理拒否なく行っています。現在、院内売店のため院外での買い物をしないよう注意していきましょう。
＜安ヶ平Ⅾrケース検討・診察状況＞
・上村　みわ様～服薬の拒否はなく、妄想に左右された発言は聞かれず、作業にも参加できています。血圧は150～160台で経過しています。不調の訴えはありませんが、スティックコーヒーにスティックシュガー（6ｇ）を追加して飲んでいる事あります。注意するも聞き入れずにいます。 

・三上　勇様～時折歩行器を忘れて移動していることがあります。市役所へ行くなどの言
動は聞かれず、行動化もありません。診察では足のもったり感を訴える事
がありますが、痛みはないと話しています。心理検査実施の指示がありま
すが、未だ行っていません。介護保険申請はPSWへ依頼しています。
・中川原　義雄様～先週頭部CT検査を行っており、以前のものと比較した所、脳の委縮など進行見られないとの事でした。来週の定期よりｖｄｓのオランザピン(5)1Tが止めとなり、ドネベジル（5）１Ｔ　１×朝に処方となっています。
＜馬渡Ⅾrケース検討・診察状況＞
・佐々木　淳様～不機嫌さや歩行の不安定さはありません。Ｄｒより、施設の押し込みを進める様に、すすめていますが、弟様への携帯電話へ数回連絡していますが繋がっておらず、折り返しの連絡もありません。折り返しの連絡がきたら申し込み状況について確認していきます。

・原　吉郎様～作業療法や、入浴の拒否なく、日課には支障なく取組まれています。身体
的な訴えも少なくなっています。
・山下　拓也様～青山荘体験利用問題なく行われている。病棟内でトラブルなく過ごせています。買い物への執着はあるものの不穏興奮はありません。

＜皮膚科診察＞
・大上　なみ様～顔面から耳介にかけての発赤、腫脹、掻痒部にエキザルベ軟膏塗布の指時継続。プレドニゾロン(5)1T　1×朝　7日分処方となっており、飲み切り終了となっています。
・松永　勘五郎様～背中～首にかけて掻き傷あり、慢性湿疹の診断。デルモゾールDP軟膏塗布の指示があり、本日夕より臨時薬マルスチン(1)2Ｔ　2×朝夕後　7日分処方となっています。
※他、処置継続となっています。
＜転入患者様情報＞

倉橋　生子（くらはし　いくこ）様　（68歳）

病名：統合失調症
精神症状:気分変動・被害関係妄想・被刺激性亢進
主 治 医：田名部Dr
入院形態：任意入院
＜経過＞
当院へ5回の入院治療歴あり(前回H31.1.12～H31.3.22)。

当院退院後は青風荘へ再入所となり、定期的な外来通院、デイケア利用継続していた。退院後は気分変動あり、時折被害妄想的な発言や拒食、拒絶的な態度が見られていた。また、身体的に脚が重い、よだれが出るとの訴えが聞かれていた。精神状態不安定で施設対応困難の為、R1.6.5東Bユニットへ任意入院となる。

※息子…風穴様　埼玉県在住

　→S48年に離婚後、前夫に引き取られた後も、度々本人宅へ訪問し、金銭を要求していた様子。本人は息子に金銭を渡すため、貯金を使い果たしている経緯がある。連絡先は不明であるが、本人が当院にて治療をしていることは知っている。2回目の入院以降、連絡はない。
※弟…H13.12.8くも膜下出血にて死去。

※妹…佐々木　和子様（65）神奈川県在住

　→本人との関係性は良好で、治療に協力的。本人の言動に振り回される傾向がある。

※妹の夫…佐々木　敏雄様（66）

　→元JR職員で、H22年12月に退職し現在無職。本人との関係性は良好で、治療に協力的。
※買い物カード
病院管理・月5000円使用。水曜日
※洗濯・自己洗濯。

※食事自立。義歯有り、上下部分入れ歯。清潔自立。最終入浴日、元年7月10日
※作業療法　(月～木)午後　　金　午前

※処置なし
※担当：羽田Ns/田口Ns/石橋Cw
＜備考＞
・青風荘は、今回の入院で、退所となっている。
・今回の入院は、精神症状の悪化によるものではなく、環境調整目的である事を説明している。前回入院中に行った知能検査では、ＩQ→72と精神遅滞である為、介護保険を申請しても非該当になる可能性が高い事、知的障害の対応を得意としている施設を探す手段もある事を妹夫婦に説明し、計画相談へ施設探しの依頼をしている。
・R1.6.21　五戸町役場　福祉課　齊藤様、計画相談　青明舎　橋本氏が来院し障害福祉サービス更新のための認定調査を行っている。やまばと寮の空きがあるかどうか確認することとなっている。
